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平成２８年５月１９日（木）、三重県桑名市立正和中学校の生徒１０名が、港湾整備や港の役割

を学ぶため名古屋港湾事務所を訪れました。 

 

 

今回の職場訪問は、名古屋港の歴史や役割を学ぶとともに、港で働く人々に直接話を聞くこと

で職業についての理解を深め将来の進路に関心を持つことを目的に行われました。 

 

生徒達は、職員より港の役割や名古屋港についての説明を受け、熱心にメモを取っていました。

また、「働くにあたって気をつけていることは何か。」、「この仕事をしていてうれしかったことは何

か。」、「コンテナヤードにはどれだけのコンテナがあるのか。」など様々な質問をし、職員の説明

に耳を傾けていました。 

その後、港湾業務艇「翔龍」に乗船し、港湾施設など名古屋港を見学しました。生徒達は、自

動車運搬船やコンテナ船を間近で見学し、その大きさに驚き、熱心に写真におさめていました。 

 

生徒達からは、「港には、港を作る仕事やコンテナターミナルの仕事などいろいろなものがある

事がわかった。」、「船に乗る事ができて良かった。」などの感想が聞かれました。 

今回の訪問は、生徒達にとって働く人から直接話を聞き、社会に出て働くことの意義など、自

分の将来を考える上で良い機会となったのではないでしょうか。 

  

■問合せ先 

  国土交通省 中部地方整備局 名古屋港湾事務所 

  企画調整課 三﨑（みさき）  TEL ０５２－６５１－６７６３ FAX ０５２－６５２－０３０３ 

名古屋港で「みなとの仕事」について学ぶ 

～三重県桑名市立正和中学校の生徒 1０名が職場訪問～ 



 

 

■配布先  中部地方整備局記者クラブ、専門紙記者会、名古屋港記者クラブ、港湾新聞、 

港湾空港タイムス、日本海事新聞、海事プレス 

 

 

■職場訪問の様子 

 

 

 

 

 

 

概要説明の様子② 

概要説明の様子③ 

概要説明の様子① 

港内見学の様子② 

港内見学の様子③ 

港内見学の様子① 


